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株式会社未来シェアとの業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、AIを活用したオンデマンド型配車システム等を提供する株式会社未来シェア（本社：北海道

函館市、代表取締役：松舘渉、以下「未来シェア」）との間で、日本国内における両社のMaaS事業推進

を目的とした業務提携に関する基本合意書を締結しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業務提携の概要 

現在、日本国内においては、少子高齢化、過疎地域の拡大、都市部への一極集中による公共交通に関

わる社会的問題が存在するとともに、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による働き方やライフスタ

イルの変化が加速しております。このような状況のもと、当社は、従来の公共交通機関を中心とした移

動にとどまらないマルチモーダルへのニーズの高まりを受け、MaaS領域に確かなニーズと豊かな成長性

があると考えております。 

2020年８月６日に開示いたしました当社の新経営方針及び新事業コンセプト「From the Stations ～

駅から始めよう～」においても、かかる状況を捉え「人々の健康で活き活きした生活を支え、社会の役

に立つサービスを生み出していく」ことを謳っており、新事業コンセプトに基づきこれまで培ってきた

乗換案内サービスでの実績、経路検索、最適ルート検索などの技術を活用し、この成長性ある領域で事

業展開を推進する方針であります。 

また、事業展開を加速させていくにあたっては、様々なリソースを持つ幅広い企業との提携が必要で

あり、特に、公共交通以外の移動手段に対するオンデマンド型のモビリティサービス・技術、MaaS領域

における実証実験の実績やノウハウは、重要なリソースであると認識しております。 

未来シェアは、国内のAI研究の第一人者である中島秀之氏（公立はこだて未来大学 名誉学長、札幌市

立大学学長）及び松原仁氏（公立はこだて未来大学特任教授、東京大学次世代知能科学研究センター教

授）が取締役会長を務める、公立はこだて未来大学発のベンチャー企業であり、AIを活用したリアルタ

イムオンデマンド型運行システム等を提供し、既に40件以上の実証実験に参画している日本版MaaSの主

要企業であります。また、未来シェアの代表取締役である松舘渉氏は、当社の社外取締役を兼任してお

り、事業面での強力なサポート関係の下、両社のMaaS事業を推進してゆくことができると考えておりま

す。 

今回の業務提携において、未来シェアからはオンデマンド配車機能やMaaSに関する二次交通情報の提

供、一方、当社からは公共交通機関など定時制のある移動手段の経路検索機能や決済機能を含めたMaaS

プラットフォーム、また観光型MaaSに対応したインバウンドプロモーション機能の提供を行うことで、

MaaS領域の事業拡大を目指すものであります。なお、今後の取り組みの詳細につきましては、両者間で

の協議により決定してまいります。 

当社といたしましては、今回の業務提携を基点とし、今後も様々な業種の企業との連携を図り、MaaS

領域での事業展開を加速させてまいります。 

会 社 名 株 式 会 社 駅 探 

代表者名 代表取締役社長 金田 直之 

（コード：3646 東証マザーズ） 

問合せ先 取締役 管理担当 亀本 圭志 

（TEL. 03-6367-5951） 
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２．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社未来シェア 

（２） 所 在 地 北海道函館市美原二丁目７番21号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 松舘 渉 

（４） 事 業 内 容 AIオンデマンド配車サービス事業 

（５） 資 本 金 9,200万円（2020年７月31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2016年７月21日 

（７） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 
当該会社の代表取締役が、当社の社外取締役を兼任し
ております。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ
の 該 当 状 況 

該当事項はありません。 

（注）当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態は、相手先が非上場会社のため非開示としており

ます。 

 

３．日程 

（１）業務提携基本合意書 社内意思決定日 2020年８月31日 

（２）業務提携基本合意書 締結日 2020年８月31日 

 

４．今後の見通し 

本業務提携が当社の2021年３月期の連結業績に与える影響につきましては、現時点では不明ですが、

MaaS領域における事業拡大を通して、中長期的には当社の企業価値向上に資するものと考えておりま

す。今後、業績に重要な影響を及ぼすことが明らかとなった場合には、速やかに公表いたします。 

 

以 上 

 

 

（参考）当期連結業績予想（2020年８月12日公表分）及び前期連結実績 

（百万円） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2021年３月期） 
2,000 135 150 100 

前期実績 

（2020年３月期） 
2,864 339 341 23 

 

                                                

※ 業績予想及び将来に関する事項につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があります。 


